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要

図
9

隠
元
遺
印
現
状

l
「
臨
済
正
宗
」
、2

「
隆
埼
之
印
」
「
隠
元
」
(
両

面
印
)
、3

「
隆
埼
」
、4

「
隠
元
之
印
」
、5

「
釈

隆
埼
印
」
、6

「
栗
山
主
人
」
、7

「
隠
元
」
、8

「
隆

埼
」
、9

「
正
法
眼
蔵
」
、
叩
「
印
文
不
明
印
」

図
叩
紛
失
し
た
隠
元
の
印
章

①
「
隠
元
」

③
「
臨
済
正
宗
三
十
二
世
」

②
「
栗
山
主
人
」

図
日
削
ら
れ
た
隠
元
の
遺
印
の
一
部
分

(
上
現
状
・
下
原
印
)

①
「
隠
元
之
印
」

②
「
隠
元
」

③
「
隠
元
之
印
」
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、
遺
印
破
壊
に
つ
い
て
の
推
測

隠
元
示
寂
寸
前
の
墨
蹟
「
遺
偏
」
に
は
、
鮮
明
な
印
章
が
捺
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ

て
、
隠
元
の
没
後
、
何
ら
か
の
意
図
を
も
っ
て
印
面
が
削
り
取
ら
れ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
そ
の
意
図
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
れ
を
示
唆
す
る
記
録

は
残
つ
て
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
隠
元
遺
印
が
破
壊
さ
れ
た
理
由
は
遺
印
を
利
用
し

て
彼
の
墨
蹟
が
偽
造
さ
れ
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
し

か
し
、
隠
元
が
没
し
た
後
、
遺
物
の
一
つ
で
あ
る
印
章
は
本
山
寓
福
寺
に
厳
重
に
保

管
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
、
外
部
の
者
が
印
章
を
押
す
た
め
に
偽
作
を
寓
福
寺
に
持
ち

込
む
可
能
性
も
、
逆
に
印
章
を
外
に
持
ち
出
す
可
能
性
も
極
め
て
低
い
と
思
わ
れ

る
。
日
本
黄
葉
禅
の
開
山
で
あ
る
隠
元
の
遺
印
は
法
嗣
の
弟
子
ら
に
と
っ
て
大
変
貴

重
な
信
仰
の
対
象
物
で
、
よ
ほ
ど
の
理
由
が
な
け
れ
ば
、
そ
れ
を
破
壊
す
る
決
定
を

簡
単
に
出
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
、
隠
元
自
身
が
没
し

た
後
印
章
を
濫
用
で
き
な
い
よ
う
に
破
壊
せ
よ
と
遺
言
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ

る
。
現
状
に
お
い
て
疑
問
は
残
っ
た
ま
ま
で
あ
る
が
、
印
章
の
破
壊
は
事
実
で
あ

り
、
い
ず
れ
に
せ
よ
残
念
で
な
ら
な
い
。
隠
元
以
外
、
木
庵
、
即
非
の
印
章
も
本
人

が
亡
く
な
っ
た
後
、
所
在
不
明
に
な
っ
て
い
る
。

黄
葉
三
筆
そ
の
「
唐
様
」
書
風
は
渡
来
時
点
か
ら
、
今
日
ま
で
、
禅
林
お
よ
び
書

道
史
上
に
お
い
て
、
大
変
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
隠
元
の
法
孫
高
泉
に
よ
れ
ば

「
隠
元
が
一
葦
東
来
し
て
黄
葉
山
を
聞
き
、
日
本
人
に
崇
仰
さ
れ
る
こ
と
景
星
鳳
風

の
如
く
、
世
人
が
争
っ
て
そ
の
片
言
隻
備
を
秘
蔵
す
る
:
:
:
」
。

ま
た
、
即
非
が
九
州
に
滞
在
中
、
字
を
求
め
る
者
が
後
を
絶
た
ず
、
応
酬
の
あ
ま

り
の
忙
し
さ
に
耐
え
か
ね
て
、
自
ら
筆
硯
を
壊
し
て
戒
め
と
し
た
と
い
う
話
が
伝
え

ら
れ
て
い
る
ほ
ど
三
筆
の
書
が
日
本
人
に
珍
重
さ
れ
た
こ
と
を
語
っ
て
い
封
。

黄
葉
三
筆
の
書
は
一
般
に
大
字
書
に
対
す
る
評
価
が
高
い
)
。
し
か
し
小
字
行
草
こ

印
章
に
よ
る
禅
林
墨
蹟
の
鑑
識
(
劉
)

そ
が
彼
ら
の
書
の
精
華
で
あ
る
。
三
筆
書
法
の
原
点
は
明
代
文
人
書
家
の
小
行
書
で

あ
り
、
更
に
唐
代
の
釈
懐
素
の
草
書
を
加
味
し
、
筆
画
変
化
多
様
、
独
自
の
行
草
書

風
を
呈
し
て
い
る
。
一
方
、
大
字
書
は
来
日
以
後
頻
繁
に
書
か
れ
る
よ
う
に
な
り
、

黄
葉
禅
の
風
格
を
披
漉
す
る
よ
う
な
、
肉
太
く
力
強
い
表
現
に
努
め
て
い
る
。
字
句

は
短
く
読
み
や
す
く
、
日
本
人
が
好
ん
だ
書
風
と
も
い
わ
れ
る
。
し
か
し
大
字
書
の

用
筆
は
緩
や
か
で
線
質
も
均
一
の
太
さ
で
、
実
多
虚
少
、
加
え
て
文
字
数
も
少
な
い

た
め
模
倣
さ
れ
や
す
く
、
偽
作
が
出
て
も
判
別
し
に
く
い
。
そ
の
た
め
、
作
品
真
偽

を
判
断
す
る
際
、
印
章
の
真
偽
は
、
筆
墨
表
現
の
鑑
別
よ
り
格
段
に
確
度
が
高
い
。

そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
印
章
を
三
筆
の
墨
蹟
鑑
定
の
根
拠
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
に

は
確
か
な
意
義
が
あ
る
。
万
一
、
三
人
の
遺
印
が
濫
用
さ
れ
れ
ば
、
墨
蹟
の
真
偽
に

つ
い
て
判
断
が
困
難
に
な
る
ば
か
り
で
な
く
、
彼
の
法
嗣
や
同
派
の
僧
侶
た
ち
に
耐

え
難
い
精
神
的
苦
痛
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
だ
と
す
れ
ば
、
三
筆
の

後
人
が
、
宝
物
に
も
等
し
い
彼
の
遺
印
を
意
図
的
に
削
っ
た
り
、
破
壊
し
た
り
、
隠

し
た
り
す
る
ま
で
使
用
で
き
な
い
よ
う
に
し
た
理
由
も
説
明
で
き
る
。
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終
わ
り
に

印
章
と
い
う
も
の
は
鑑
定
手
法
の
中
で
、
重
要
な
一
項
目
で
あ
る
が
、
完
全
な
根

拠
と
は
成
り
え
な
い
面
も
あ
る
と
思
う
。
近
年
に
お
い
て
は
印
刷
用
の
凸
版
を
作
る

技
術
を
使
い
、
寸
分
も
違
わ
ぬ
印
面
を
作
り
上
げ
る
こ
と
さ
え
可
能
な
の
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
単
に
印
章
だ
け
を
書
画
鑑
別
の
根
拠
と
す
る
こ
と
は
必
ず
し
も
正
し
い

結
果
を
生
む
と
は
限
ら
な
い
。
本
文
に
取
り
上
げ
た
三
筆
作
品
に
対
し
て
、
印
章
の

鑑
別
に
重
点
を
置
い
て
い
た
が
、
ま
た
、
作
品
の
内
容
、
技
法
、
風
格
、
紙
や
絹
の

材
質
の
違
い
、
表
装
の
形
式
な
ど
様
々
な
補
助
要
素
を
総
合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
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真
偽
を
判
断
し
た
も
の
で
あ
る
。
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説
明

。
収
蔵
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
配
慮
し
て
、
名
前
、
名
称
は
表
記
し
な
い
。

O
本
論
の
中
の
作
品
の
真
偽
に
関
す
る
鑑
別
は
、
あ
く
ま
で
筆
者
個
人
の
判
断
に
よ
る
も
の

で
あ
る
。

注(
I
)
良
靖
、
普
荘
、
来
福
の
墨
蹟
は
『
元
明
古
徳
冊
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

ト
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
付
属
美
術
館
蔵
。

(
2
)
「
源
流
」
(
付
隠
元
)
費
隠
通
融
筆
、
一
巻
、
京
都
高
福
寺
蔵
。

(
3
)
「
源
流
」
(
与
木
庵
)
隠
元
隆
埼
筆
、
一
巻
、
京
都
高
寿
院
蔵
。

(
4
)
「
曹
渓
源
流
印
証
法
語
」
(
付
龍
渓
)
、
一
巻
、
大
阪
慶
瑞
寺
蔵
。

(
5
)
木
庵
の
「
臨
済
正
宗
」
引
首
印
は
二
種
類
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
楕
円
形
朱
文
。
参

照
:
「
園
照
額
原
書
」
(
寓
寿
院
蔵
)
、
「
三
幅
対
」
(
高
福
寺
蔵
)
の
引
首
印
。

(
6
)
即
非
の
「
臨
済
正
宗
三
十
三
世
」
引
首
印
、
長
方
形
白
文
。
参
照
:
「
竹
林
」
額
原

書
(
寓
福
寺
蔵
)
。

(
7
)
慧
林
、
濁
湛
、
高
泉
、
千
呆
、
悦
山
な
ど
隠
元
の
法
子
、
法
孫
ら
が
皆
「
臨
済
正

宗
」
、
「
臨
済
正
宗O
O
世
」
の
引
首
印
を
墨
蹟
に
使
用
し
て
い
る
。
彼
ら
の
墨
蹟
は
黄

葉
宗
本
山
高
福
寺
及
び
関
連
寺
院
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
参
照
:
『
集
僧
印
譜
』
林
雪

光
編
、
高
福
寺
文
華
殿
に
は
複
写
本
が
あ
る
。

(
8
)
隠
元
墨
蹟
の
鈴
印
は
一
度
は
っ
き
り
鈴
し
て
な
い
と
き
、
そ
の
上
に
重
ね
て
捺
し
た

実
例
が
あ
る
。
参
照
:
「
法
運
東
行
」
墨
蹟
(
京
都
東
林
院
蔵
)
の
「
臨
済
正
宗
」
引

首
印
。

(
9
)
遺
印
の
中
に
墨
蹟
に
は
見
当
た
ら
な
い
印
章
一
個
が
あ
る
。
印
面
が
磨
り
下
ろ
さ
れ

た
の
で
印
文
の
識
別
は
難
し
い
。

(
叩
)
平
久
保
章
著
『
隠
元
』
日
本
歴
史
学
会
、

(
日
)
(
原
詩
)

我
己
禁
筆
硯

闘
劣
当
自
薦

エ
リ
オ
ツ

一
九
六
二
年
九
月
、
一
八
九
頁
。

為
子
開
方
便

古
印
無
築
文

走
筆
不
成
章

按
指
光
知
電

僚
却
参
眉
毛
印
破
娘
生
面
面
孔
即
不
全

子
去
知
何
見
脳
後
双
眼
開
那
時
頂
門
現

「
示
印
光
侍
者
省
親
」
『
即
非
全
集
』
第
三
巻

二
六
二
頁
。

(
ロ
)
林
雪
光
「
大
字
に
見
る
隠
元
の
真
頂
骨
」
「
:
:
:
三
筆
の
筆
頭
に
す
え
ら
れ
る
隠
元

が
然
る
様
で
あ
っ
た
か
ら
、
他
は
推
し
て
知
る
べ
し
で
あ
る
。
た
だ
し
、
隠
元
が
誰
の

書
を
主
と
し
て
習
っ
た
か
は
容
易
に
断
じ
が
た
い
。
い
ま
先
ず
大
字
か
ら
見
て
行
く
こ

と
に
し
よ
う
。

竹
友
高
全
節
、
松
翁
寿
万
年
、
梅
仙
発
道
幽
の
三
幅
対
。
何
れ
日
本
人
の
好
み
に
応

じ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
三
幅
を
見
れ
ば
、
隠
元
の
練
達
し
た
気
品
溢
れ
る
書
で
あ

る
こ
と
が
よ
く
判
る
。
ま
た
「
五
雲
峰
」
の
三
大
字
を
見
れ
ば
、
そ
の
大
字
の
才
を
十

分
に
窺
え
る
:
:
:
」
『
禅
画
報
』
第
二
十
号
、
千
真
工
事
一
九
九
一
年
、
二
一
頁
。
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